
大阪労働局労働基準部健康課  

じん肺健康診断と健康管理手帳
の申請手続きについて 

じん肺健診コース 



本日の予定 

 

 

1. じん肺法のあらまし 

 

2. じん肺健康診断の実施項目とじん肺健康診断結果証明
書の記載について 

 

3. 健康管理手帳の申請と労災補償について 



１ じん肺法のあらまし 



粉じんを吸い込むと・・・ 

鼻
腔 

鼻孔にある鼻
毛で大きな粉じ
んを除去 

気
管

（
支
） 

線毛により痰
にて除去、一
部は飲み込ま
れ体外へ排出 

肺
胞 

肺胞に沈着し
た粉じんを排
除する働きに
より炎症を起こ
す。 

正常      じん肺 



じん肺とは 

• 粉じんを長期間吸入することによって、肺に生じた繊維
性増殖性の変化を主体とする疾病 

• 気管、気管支、細気管支、肺胞、肺血管系の炎症、繊維
化、破壊、気腫化などにより種々の程度の肺機能障害が
起こる。 

• 粉じん吸入を中止した後も、病状は進行して、遂には慢
性呼吸不全を来す。 

• 現在のところ、破壊された肺を元に戻す有効な治療方法
はない。 



じん肺健康診断 

粉 じ ん 作 業 従 事 

と の 関 連 
じん肺管理区分 

常時 
粉じん作業に従事 

１ 

２，３ 

過去に 
粉じん作業に従事 

（今は非粉じん作業） 

２ 

３ 

定期健康診断の頻度 

３年以内ごとに１回 

１年以内ごとに１回 

３年以内ごとに１回 

１年以内ごとに１回 

事業者は、粉じん作業、石綿に関連する粉じん作業に従事し
ている労働者又は従事させたことのある労働者に対して、じん
肺健康診断（就業時健康診断・定期健康診断・定期外健康診
断・離職時健康診断）を実施しなければなりません。 



じん肺管理区分の決定の流れ  

粉じん作業従事労働者 

定期等じん肺健康診断 

所見 

管理1 

随時のじん肺健康診断 

じん肺管理区分決定申請 

（随時申請） 

エックス線写真等の提出 

都道府県労働局長 

診断または診査 

（地方じん肺診査医） 

管理区分決定 

（都道府県労働局長） 

管理1、管理2、管理3

イ、管理3ロ、管理4 

事業者等 労働者 

なし あり 

＊１ 

通知 

通知＊2 

＊1 従来管理2以上であった労働者が管理1となった場合には、随時申請を行うこ
と。 

＊2 事業者による提出の場合：事業者へ 

 随時申請の場合：随時申請者へ 



じん肺管理区分の決定 

じん肺管理区分        じん肺健康診断の結果 

管理１ じん肺の所見がないと認められるもの 

管理２ エックス線写真の像が第１型で、じん肺による著しい肺機能
の障害がないと認められるもの 

管理３イ エックス線写真の像が第２型で、じん肺による著しい肺機能
の障害がないと認められるもの 

管理３ロ エックス線写真の像が第３型又は第４型（大陰影の大きさが
１側の肺野の３分の１以下のものに限る）で、じん肺による
著しい肺機能の障害がないと認められるもの 

管理４ １）エックス線写真の像が第４型（大陰影の大きさが１側の 

 肺野の３分の１を超えるものに限る）と認められるもの 

２）エックス線写真の像が第１型、第２型、第３型又は第４ 

 型（大陰影の大きさが１側の肺野の３分の１以下のものに 

 限る）で、じん肺による著しい肺機能の障害があると認め 

 られるもの 



事業者のとるべき措置 

 

 

 

 

 

 

 

粉じんばく露の低減措置 

作業転換の努力義務 

療養 

管理２ 

管理３イ 

管理３ロ 

管理４ 

管理２又は３で 

合併症り患 

作業転換の義務 

管理１ 就業上の特別な措置なし 

（転換手当３０日分） 

（転換手当６０日分） 

＊１ 

＊２ 

＊１ 都道府県労働局長からの勧奨を受けた場合 

＊２ 都道府県労働局長からの指示を受けた場合 



２ じん肺健康診断の流れとじん肺健康 

  診断結果証明書の記載について 



粉じん作業従事労働者 

治療不要 
じん肺管理区分決定申請 

管理１ 管理２ 管理３イ 

じん肺所見（＋）（疑） 

胸部臨床検査 

結核精密検査 

要治療 

肺機能検査 

粉じん作業歴調査 
胸部エックス線撮影検査 

合併症り患（－） 肺結核合併（＋）（疑） 

管理４ 

管理１ 

じん肺所見（－） 

要療養 

肺結核以外の合併症 
（＋）（疑） 

省令で定める検査 
（医師が必要と認めたとき） 

じん肺健康診断（検査の流れ） 

○既往歴の調査 
○胸部の自覚症状及び他覚所見の有無の検査 

管理３ロ 





年

ｍ 歳

l l

年 月 年 月 日

l

年 月 日 l

l

％

年 月 日 ％

％

年 月 年 月 日

年 月 日

年 月 分 分

Torr Torr

Torr Torr

Torr Torr

月 日 医師氏名

（　　）本/日×（　　）年　（　　～　　）歳
喫　煙　歴

なし、やめた、吸っている 年

心悸亢進

その他 その他

  □□．□□
　きこう

＋ － 医師氏名 判定 Ｆ( －　＋ ) 医療機関の名称及び所在地

た ん ＋ －
副雑音 + － (部位     )

肺胞気動脈血酸素分圧較差

せ き ＋ － ばち状指 + - 炭 酸 ガ ス 分 圧自

覚

症

状

呼吸困難 ⅠⅡⅢⅣⅤ

他

覚

所

見

チアノーゼ + - 及び所在地

検査年月日 日 医療機関の名称 採血から分析終了までの時間

第

二

次

検

査

検     査     年     月     日 日

　胸部に関する臨床検査 採     血     の     部     位

医師氏名

酸        素        分        圧

  □□．□□

   □□□．□
増感紙 ％        肺        活        量    □□□．□    □□□．□

      □□．□
mAs 医療機関の名称及び所在地 ％        １         秒        量

 3. 撮 影 条 件 KV １              秒              率       □□．□ ％

 2 .写 真 番 号 ハ.　付加記載事項 (pl plc co bu ca cv em es px tb) １              秒              量 l

 1. 撮影年月日 ロ.　大陰影の区分　(Ａ　B　Ｃ） 努     力     肺     活     量 l

日

第

一
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検

査    □□□．□ ％

％

肺             活             量 l

3. 肺活量予測値

検     査     年     月     日

粒　状　影 / p q r

不整形陰影  /　

イ.　小陰影の区分(0/- 0/0 0/1 1/0 1/1 1/2 2/1 2/2 2/3 3/2 3/3 3/+)

像 区分 タイプ 2. 1秒量予測値

　エックス線写真による検査 　肺　機　能　検　査
 4. エックス線写真の像
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年
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ま
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歳
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粉 じ ん 作 業 名 期 間 年 数

( 号) 年　月

年 月
決 定 年 月 じん肺管理区分 ＰＲ Ｆ 決 定 年 月 じん肺管理区分

粉じん作業名

粉じん作業に従事した期間の合計

年　月号) 年　月
か

ら
年 月

月

月
じん肺管

理 区 分
ＰＲ F

事業場名
(

ま

で

か

ら
年　月

ま

で
年

事業場名
( 号) 年　月

粉じん作業名

じん肺管

理 区 分
ＰＲ F

前 ２ 回 の

決 定 状 況

決定年月 年 月

決定年月 年

月
　初めてのじん肺有所見の診断 粉じん作業名

号) 年　月
ま

で

月所 在 地 粉じん作業名

  じ ん 肺 の 経 過
年
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(

か

ら
年　月

か

ら
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ま

で
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事業場名
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事業場名及び粉じん作業名 期 間

( 号) 年　月

氏　名 男 女 年

様式第３号 (第13条、第20条、第22条関係）　　　　

じ  ん  肺  健  康  診  断  結  果  証  明  書

ふりがな 性 別 生 年 月 日   粉 じ ん 作 業 職 歴

㊞

㊞ ㊞

粉じん作業従事労働者 

① 粉じん作業歴調査 

② 胸部エックス線撮影検査 

（ＣＲ・ＤＲ（ＦＰＤ）写真の
場合は、撮影・画像処理条件あ
り） 

じん肺所見（－） 

じん肺所見（＋）（疑） 

胸部臨床検査 

① 既往歴の調査 

② 胸部の自覚症状及び他
覚所見の有無の調査 

合併症り患（－） 

合併症り患（＋）（疑） 

②へ ①へ 
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じ  ん  肺  健  康  診  断  結  果  証  明  書

ふりがな 性 別 生 年 月 日   粉 じ ん 作 業 職 歴



粉じん作業とは 

 

 

• 当該作業に労働者がじん肺にかかるおそれがあると認め
られる作業 

 

 

 

• じん肺法第2条の粉じん作業は、別表に掲げる作業のい
ずれかに該当するものとする。 

じん肺法第2条 

じん肺法施行規則第2条 



１ 鉱物等（湿潤な土石を除く。）を掘削する場所における作業（次に掲げる作業を
除く。） 

イ 郊外の、鉱物等を湿式により試錐する場所における作業 

ロ 屋外の、鉱物等を動力又は発破によらないで掘削する場所における作業 

１の２ ずい道等の内部の、ずい道等の建設のうち鉱物等を掘削する場所における作業 

２ 鉱物等（湿潤なものを除く。）を積載した車の荷台を覆し又は傾けることにより
鉱物を積み卸す場所における作業 

３ 坑内の、鉱物等を破砕し、粉砕し、ふるい分け、積み込み、又は積み卸す場所に
おける作業。ただし、次に掲げる作業を除く。 

イ 湿潤な鉱物等を積み込み、又は積み卸す場所における作業 

ロ 水の中で破砕し、粉砕し、又はふるい分ける場所における作業 

４ 坑内において鉱物等（湿潤なものを除く。）を運搬する作業。ただし、鉱物等を
積載した車を牽引する機関車を運転する作業を除く。 

５ 坑内の鉱物等（湿潤なものを除く。）を充てんし、又は岩粉を散布する場所にお
ける作業 

５の２ ずい道等の内部の、ずい道等の建設の作業のうち、コンクリート等を吹き付ける
場所における作業 

５の３ 坑内であって、第１号から第３号まで又は前号に規定する場所に近接する場所に
おいて、粉じんが付着し、又は堆積した機械設備又は電気設備を移設し、撤去し、
点検し、又は補修する作業 



６ 岩石または鉱物を裁断し、彫り、又は仕上げする場所における作業。ただし、火
炎を用いて裁断し､又は仕上げする場所における作業を除く。 

７ 研磨剤の吹き付けにより研磨し、又は研磨剤を用いて動力により、岩石、鉱石、
鉱物若しくは金属を研磨し、若しくは金属を裁断する場所における作業 

８ 鉱物等、炭素現業又はアルミニウムはくを動力により粉砕し、又はふるい分ける
場所における作業。ただし、水又は油の中で動力により粉砕し、又は、ふるい分
ける場所における作業を除く。 

９ セメント、フライアッシュ又は粉状の鉱石、炭素原料若しくは炭素製品を乾燥し､
袋詰めし､積み込み、又は積み卸す場所における作業 

１０ 粉状のアルミニウム又は酸化チタンを袋詰めする場所における作業 

１１ 粉状の鉱石又は炭素原料を原料又は材料として使用するものを製造し、又は加工
する工程において、粉状の鉱石、炭素原料又はこれらを含む物を混合し、混入し、
又は散布する場所における作業 

１２ ガラス又はほうろうを製造する工程において、原料を混合する場所における作業
又は原料若しくは調合物を溶解炉に投げ入れる作業。ただし、水野中で原料を混
合する場所における作業を除く。 



１３ 陶磁器、耐火物、けい藻土製品又は研磨剤を製造する工程において、原料を混合
し、若しくは成形し、原料若しくは半製品を乾燥し、半製品を台車に積み込み、
若しくは半製品若しくは製品を台車から積み卸し、仕上げし、若しくは荷造りす
る場所における作業。ただし、次に掲げる作業を除く。 

 イ 陶磁器を製造する工程において、原料を流し込み成形し、半製品を生仕上  

  げし、又は製品を荷造りする場所における作業 

 ロ 水の中で原料を混合する場所における作業 

１４ 炭素製品を製造する工程において、炭素原料を混合し、若しくは成形し、半製品
を炉詰めし、又は半製品若しくは製品を炉出しし、若しくは仕上げする場所にお
ける作業。ただし、水の中で原料を混合する場所における作業を除く。 

１５ 砂型を用いて鋳物を製造する工程において、砂型を造型し、砂型を壊し、砂落と
しし、砂を再生し、砂を混練し、又は鋳ばり等を削り取る場所における作業。た
だし、水の中で砂を再生する場所における作業を除く。 

１６ 鉱物等を運搬する船舶の船倉内で鉱物等をかき落とし、又はかき集める作業 

１７ 金属その他無機物を製錬し、又は溶融する工程において、土石又は鉱物を開放炉
に投げ入れ、焼結し、湯出しし、又は鋳込みする場所における作業。ただし、転
炉から湯出しし、又は金型に鋳込みする場所における作業を除く。 

１８ 粉状の鉱物を燃焼する工程又は金属その他無機物を製錬し、若しくは溶融する工
程において、炉、煙道、煙突等に付着し、若しくはたい積した鉱さい又は灰をか
き落とし、かき集め、積み込み、積み卸し、又は容器に入れる場所における作業 

１９ 耐火物を用いて窯、炉等を築造し、若しくは修理し、又は耐火物を用いた窯、炉
等を解体し、若しくは破砕する作業 



２０ 屋内、坑内又はタンク、船舶、管、車両等の内部に置いて、金属を溶断
し、又はアークを用いてガウジングする作業 

２０の２ 金属をアーク溶接する作業 

２１ 金属を溶射する場所における作業 

２２ 染土の付着した藺草を庫入れし、庫出しし、選別調整し、又は製織する
場所における作業 

２３ 長大ずい道の内部のホッパー車からバラストを取り卸し、又はマルチプ
ルタイタンパーにより道床を突き固める場所における作業 

２４ 石綿を解きほぐし、合剤し、紡績し、紡織し、吹き付けし、積み込み、
若しくは積み卸し、又は石綿製品を積層し、縫い合わせ、切断し､研磨
し、仕上げし、若しくは包装する場所における作業 

「～する場所における作業」とは 

  粉じん発生源から発散する粉じんにばく露する範囲内で行われる作業の  

 うち、労働者がじん肺にかかるおそれがあると客観的に認められるすべて 

 の作業 



粉じんの種類とその影響 

粉じん 発生職場 

珪酸 砕石、炭鉱、ずい道掘削、鋳物製造、セラミック製造、登記製造、金属精錬、研
磨、製鉄、セメント製造、機械器具製造、珪酸化学工業、石材加工、反射炉製造、
耐火煉瓦製造、シリコン製品製造、ガラス製品製造 

石綿 石綿加工、石綿吹き付け、石綿解体、造船、発電所建設 

タルク 滑石粉砕、絵の具製図、セラミック製造、屋根材料製造、医薬品製造 

カオリン 乾燥カオリンの粉砕･袋詰め 

ろう石 るつぼ製造、グラスファイバー製造、タイル･陶磁器の原料調合、耐火材製造 

アルミニウム アルミニウム粉末製造 

アルミナ ボーキサイト製造 

珪藻土 珪藻土採掘･粉砕、建材製造、絶縁材製造、断熱材製造、フィルター製造 

石炭 炭鉱の採炭、選炭、石炭の粉砕 

黒鉛 黒鉛製錬、電極製造、鉛筆製造、鋳造材料調合、潤滑剤製造 

炭素 製墨、カーボンブラック製造 

活性炭 脱臭剤製造、吸着材製造 

酸化鉄 溶接、アーク溶接、グラインダー作業、研磨作業、製鋼 

赤鉄鉱 赤鉄鉱採鉱 

繊 

維 

増 

殖 

強 



   胸部エックス線撮影検査 

直接撮影による胸部全域のエックス線写真 



年 月 日

年 月 日

　エックス線写真による検査
 4. エックス線写真の像

イ.　小陰影の区分(0/- 0/0 0/1 1/0 1/1 1/2 2/1 2/2 2/3 3/2 3/3 3/+)

像 区分 タイプ

粒　状　影 / p q r

不整形陰影  /　

ロ.　大陰影の区分　(Ａ　B　Ｃ）

 2 .写 真 番 号 ハ.　付加記載事項 (pl plc co bu ca cv em es px tb)

 1. 撮影年月日

 3. 撮 影 条 件 KV

mAs 医療機関の名称及び所在地

増感紙

医師氏名 ㊞



じん肺健康診断結果証明書（下部） 
【エックス線写真による検査】 

型 エックス線写真の像 

第１型 
両肺野にじん肺による粒状影又は不整形陰影が少数あり、
かつ、じん肺による大陰影がないと認められるもの 

第２型 
両肺野にじん肺による粒状影又は不整形陰影が多数あり、
かつ、じん肺による大陰影がないと認められるもの 

第３型 
両肺野にじん肺による粒状影又は不整形陰影が極めて多数
あり、かつ、じん肺による大陰影がないと認められるもの 

第４型 じん肺による大陰影があると認められるもの 



じん肺健康診断結果証明書（下部） 
【エックス線写真による検査】 

0/- 正常構造が特によくみえるもの 

0/0 じん肺の陰影が認められないもの 

0/1 じん肺の陰影は認められるが、第１型と判定するに至らないもの 

1/0 第１型と判定するが、標準X線フィルムの第１型に至っているとは認められないもの 

1/1 標準X線フィルムの第１型におおむね一致すると判定されるもの 

1/2 第１型と判定するが、標準X線フィルムの第１型よりは数が多いと認められるもの 

2/1 第２型と判定するが、標準X線フィルムの第２型よりは数が少ないと認められるもの 

2/2 標準X線フィルムの第２型におおむね一致すると判定されるもの 

2/3 第２型と判定するが、標準X線フィルムの第２型よりは数が多いと認められるもの 

3/2 第３型と判定するが、標準X線フィルムの第３型よりは数が少ないと認められるもの 

3/3 標準X線フィルムの第３型におおむね一致すると判定されるもの 

3/+ 第３型と判定するが、標準X線フィルムの第３型よりは数が多いと認められるもの 

第１型 第２型 第３型 



じん肺健康診断結果証明書（下部） 
【エックス線写真による検査】 

粒状影のタイプ 

ｐ 直径１.５㎜までのもの 

ｑ 直径１.５㎜を超えて３㎜までのもの 

ｒ 直径３㎜を超えて１０㎜までのもの 



じん肺健康診断結果証明書（下部） 
【エックス線写真による検査】 

１つの陰影の長径が１㎝を超えるものが大陰影 

Ａ 
陰影が１つの場合には、その最大径が１㎝を超え５㎝
までのもの。数個の場合には、個々の影が１㎝以上で、
その最大径の和が５㎝を超えないもの 

Ｂ 
陰影が１つ又はそれ以上で、Ａを超えており、その面
積の和が１側肺野の１／３（右上肺野相当域）を超え
ないもの 

Ｃ 
陰影が１つ又はそれ以上で、その面積の和が１側肺野
の１／３（右上肺野相当域）を超えているもの 



じん肺健康診断結果証明書（下部） 
【エックス線写真による検査】 

pl 胸膜肥厚等の胸膜の変化（石灰化像を除く） 

plc 胸膜石灰化像 

co 心臓の大きさ、形状の異常 

bu ブラ（のう胞） 

ca 肺又は胸膜のがん 

cv 空洞 

em 著明な肺気腫 

es 肺門又は縦隔リンパ節の卵殻状石灰沈着 

px 気胸 

tb 肺結核 



エックス線写真の提出にあたっての注意事項 

エックス線写真（胸部全域直接撮影によるもの） フィルムに
限る。 

  
じん肺健康診断結果証明書（様式３号）のエックス線写真に
よる検査の欄に、撮影年月日等及び医師の印が押印されてい
ること 

•上記撮影年月日のエックス線写真を貸し出して下さい。 

•（注）提出願うエックス線写真は（原本）を推奨します。 

•ＣＲ写真及びＤＲ（ＦＰＤ）写真の場合はフルサイズでか 

 つ、縮率は100％でお願いします。 

•ＣＲ写真は撮影条件等が規定されておりますので、別紙の 

「ＣＲ写真撮影条件等について」の書面が必要です） 

•ＤＲ（ＦＰＤ）は撮像表示条件が規定されておりますので、
別紙の「撮像表示条件確認表」の書面が必要です。 



撮像表示条件等について 

              ＣＲ写真撮影条件等について 

平成  年  月  日撮影の      に係るＣＲ写真については、次の条件にて撮影・画像処理しました。 

 

 

撮影・画像処理条件 

撮影条件   電     圧  ［ｋＶ］ 

焦点被写体間距離［ｃｍ］ 

装置等 （１）グリッド 

高密度グリッド使用で撮影電圧が１２ 
０［ｋＶ］前後 

上記以上の撮影電圧 

（２）空間分解能（画素数） 

フィルムサイズがフルサイズ（半切） 

の場合、イメージングプレート読み取 

り画素数［pixel］ 

階調処理 
肺野部の最高濃度 

中央陰影の濃度 

周波数処理 

低空間周波数（０周波数）成分に対し 
て高周波成分（0.2cycle/mm 以上）に 
おけるレスポンス 
（なお、濃度に応じて周波数応答を変 
化させる場合であっても、右記範囲内 
であること。） 

回転量（GA） 

階調シフト（GS） 
周波数強調度（RE） 
周波数ランク（RN） 

肺野濃度 
強調度 
マスクサイズ 
LUT 
Density Shift 
Contrast Factor 
Matrix Size 
High Density Boost 
Low Density Boost 
※ ① ② ③ ④ 
Brightness 6 6 6 7 
Latitude -4 -4 -6 -5 
Detail Contrast -7 -8 -6 -6 

１．６～１．８ 
３５～７５ 

０．０５～０．１ 
０．００～０．０５ 

ケアストリーム 
ヘルス株式会 
社 

4 

１．６～１．８ 
０．１～０．３ 

7 
THX-2 

－０．３ 

コダック株式 
会社 

受付条件 

１１０～１４０ 

１８０～２００ 

格子比 １２：１ 

格子比 １４：１ 

3500×3500 以上 

１．６～２．０程度 

０．１５～０．２５程度 

撮 影 条 件 

画 像 処 理 条 件 

そ  の  他 

富士写真フィ 
ルム株式会社 

コニカ株式会 
社 

1.0～1.2 倍程度 

０．９～１．０ 
－０．２～－０．１ 

０．０～０．２ 

※①～④いずれかの条件を満たす必要がある。例えば①の条件で提出した場合、Brightness 6 Latitude-4 Detail Contrast -7である必要がある。 

以上の撮影条件・画像処理条件等で処理していることに相違ありません。 

             医療機関名又は医師名 

                                       印 



参    考 

• 現在、「じん肺診査ハンドブック」、「じん肺標準フィ
ルム」は販売されていません。 

• 「じん肺診査ハンドブック」の写し（一部抜粋）は、前
もって医療機関の所轄の都道府県労働局健康課又は健康
安全課に連絡をいただければお渡しします。 

• 「じん肺標準フィルム」は数が少ない等により都道府県
労働局によりお貸しできない場合もありますので前もっ
て医療機関の所轄の都道府県労働局健康課又は健康安全
課に連絡をし、相談してください。 

•  「じん肺標準エックス線写真集」電子媒体版（DVD-

ROM） はお貸しします。（前もって医療機関の所轄の
都道府県労働局健康課又は健康安全課に連絡をし、相談
してください。） 

   



年 月 日

年 月 日

　エックス線写真による検査
 4. エックス線写真の像

イ.　小陰影の区分(0/- 0/0 0/1 1/0 1/1 1/2 2/1 2/2 2/3 3/2 3/3 3/+)

像 区分 タイプ

粒　状　影 / p q r

不整形陰影  /　

ロ.　大陰影の区分　(Ａ　B　Ｃ）

 2 .写 真 番 号 ハ.　付加記載事項 (pl plc co bu ca cv em es px tb)

 1. 撮影年月日

 3. 撮 影 条 件 KV

mAs 医療機関の名称及び所在地

増感紙

医師氏名 ㊞

0/-   0/0   0/1  以外であれば
「じん肺所見あり」 胸部臨床検査へ 



             胸  部  臨  床  検  査 



年

ｍ 歳

l l

年 月 年 月 日

l

年 月 日 l

l

％

年 月 日 ％

％

年 月 年 月 日

年 月 日

年 月 分 分

Torr Torr

Torr Torr

Torr Torr

月 日 医師氏名

（　　）本/日×（　　）年　（　　～　　）歳
喫　煙　歴

なし、やめた、吸っている 年

心悸亢進

その他 その他

  □□．□□
　きこう

＋ － 医師氏名 判定 Ｆ( －　＋ ) 医療機関の名称及び所在地

た ん ＋ －
副雑音 + － (部位     )

肺胞気動脈血酸素分圧較差

せ き ＋ － ばち状指 + - 炭 酸 ガ ス 分 圧自

覚

症

状

呼吸困難 ⅠⅡⅢⅣⅤ

他

覚

所

見

チアノーゼ + - 及び所在地

検査年月日 日 医療機関の名称 採血から分析終了までの時間

第

二

次

検

査

検     査     年     月     日 日

　胸部に関する臨床検査 採     血     の     部     位

医師氏名

酸        素        分        圧

  □□．□□

   □□□．□
増感紙 ％        肺        活        量    □□□．□    □□□．□

      □□．□
mAs 医療機関の名称及び所在地 ％        １         秒        量

 3. 撮 影 条 件 KV １              秒              率       □□．□ ％

 2 .写 真 番 号 ハ.　付加記載事項 (pl plc co bu ca cv em es px tb) １              秒              量 l

 1. 撮影年月日 ロ.　大陰影の区分　(Ａ　B　Ｃ） 努     力     肺     活     量 l

日

第

一

次

検

査    □□□．□ ％

％

肺             活             量 l

3. 肺活量予測値

検     査     年     月     日

粒　状　影 / p q r

不整形陰影  /　

イ.　小陰影の区分(0/- 0/0 0/1 1/0 1/1 1/2 2/1 2/2 2/3 3/2 3/3 3/+)

像 区分 タイプ 2. 1秒量予測値

　エックス線写真による検査 　肺　機　能　検　査
 4. エックス線写真の像

1.身　　　　　　長 年齢満

月 年 月歳
か

ら
年　月( 号) 年　月 　　しゅ

年　月
か

ら

歳肺 気 腫

月気 管 支 拡 張 症 歳

気 管 支 炎 歳 その他の胸部疾患

号)
　　ぜん

気 管 支 喘 息 ま

で

月 年年

年

年　月
ま

で
(

歳 歳

歳

月 年 月年　月
か

ら
年　月

ま

で
年

歳 歳
( 号)

年 月肺 結 核 歳 心　臓　疾　患

胸 膜 炎

ま

で
年 月

月
　既　　往　　歴

( 号) 年　月
か

ら
年　月

年 月 年号) 年　月
か

ら
年　月

ま

で

年 月年 月

月 年 月年　月
か

ら
年　月

ま

で
年( 号)

(

年 月年 月

年 月 月 年 月年 月
か

ら
年　月

ま

で
年

月
累 計

年 月 年

Ｐ Ｒ Ｆ

現

在

の

事

業

場

に

来

て

か

ら

粉 じ ん 作 業 名 期 間 年 数

( 号) 年　月

年 月
決 定 年 月 じん肺管理区分 ＰＲ Ｆ 決 定 年 月 じん肺管理区分

粉じん作業名

粉じん作業に従事した期間の合計

年　月号) 年　月
か

ら
年 月

月

月
じん肺管

理 区 分
ＰＲ F

事業場名
(

ま

で

か

ら
年　月

ま

で
年

事業場名
( 号) 年　月

粉じん作業名

じん肺管

理 区 分
ＰＲ F

前 ２ 回 の

決 定 状 況

決定年月 年 月

決定年月 年

月
　初めてのじん肺有所見の診断 粉じん作業名

号) 年　月
ま

で

月所 在 地 粉じん作業名

  じ ん 肺 の 経 過
年

事業場名
(

か

ら
年　月

か

ら
年　月

ま

で
年

事業場名
( 号) 年　月

月(変更)
粉じん作業名

事 業 場
名 称 業 種

か

ら
年　月

ま

で
年

年 月

住 所
粉じん作業名

事業場名

年 数
事業場名

( 号) 年　月
か

ら
年　月

ま

で

月 日

現

在

の

事

業

場

に

来

る

前

事業場名及び粉じん作業名 期 間

( 号) 年　月

氏　名 男 女 年

様式第３号 (第13条、第20条、第22条関係）　　　　

じ  ん  肺  健  康  診  断  結  果  証  明  書

ふりがな 性 別 生 年 月 日   粉 じ ん 作 業 職 歴

㊞

㊞ ㊞

粉じん作業従事労働者 

① 粉じん作業歴調査 

② 胸部エックス線撮影検査 

（ＣＲ・ＤＲ（ＦＰＤ）写真の
場合は、撮影・画像処理条件あ
り） 

じん肺所見（－） 

じん肺所見（＋）（疑） 

胸部臨床検査 

① 既往歴の調査 

② 胸部の自覚症状及び他
覚所見の有無の調査 

合併症り患（－） 

合併症り患（＋）（疑） 

②へ ①へ 



歳
気 管 支 喘 息

 　　しゅ

歳肺 気 腫

気 管 支 拡 張 症 歳
　　ぜん

気 管 支 炎 歳 その他の胸部疾患

歳 歳

歳

歳 歳

肺 結 核 歳 心　臓　疾　患

胸 膜 炎

　既　　往　　歴

既往歴の調査 

粉じん作業に従事する以前の既往であっても、り患時の年齢を記入する。
（再発の場合は、再発と診断された時の年齢） 

気管支炎には、せき、たんが持続するものを指し、いわゆる「急性気管支
炎」は含めない。 

「気管支喘息」は、はじめてり患していると診断された時の年齢を記入する
が、乳幼児のものは含めない。 

「心臓疾患」については、具体的な疾患名がわかる場合はその疾患名を、
「その他の胸部疾患」については、具体的な疾患名を記入する。 
 



年 月 日

年 月

（　　）本/日×（　　）年　（　　～　　）歳
喫　煙　歴

なし、やめた、吸っている

心悸亢進

その他 その他

　きこう
＋ － 医師氏名

た ん ＋ －
副雑音 + － (部位     )

せ き ＋ － ばち状指 + -自

覚

症

状

呼吸困難 ⅠⅡⅢⅣⅤ

他

覚

所

見

チアノーゼ + - 及び所在地

検査年月日 日 医療機関の名称

　胸部に関する臨床検査

㊞

㊞

 必ず呼吸困難の判定を記載してください 

 自覚症状の調査は通常、聴取りにより行いますが、問診票を用いると比較
的的確な判断が可能です。 
 

 

必ず該当する箇所に○をつけること 



（参 考） 



        呼 吸 困 難 の 分 類 

呼吸困難度 Ｈｕｇｈ－Ｊｏｎｅｓの分類   問診票による分類 

第Ⅰ度 同年齢の健康者と同様に仕事
ができ、歩行、登山あるいは
階段の昇降も健康者と同様に
可能である。 

「息切れを感じない」又は、
①に「できる」 

第Ⅱ度 同年齢の健康者と同様に歩く
ことに支障ないが、坂や階段
は同様に昇れない者 

①に「できない」、②に「歩
ける」 

第Ⅲ度 平地でも健康者なみに歩くこ
とができないが、自己のペー
スでなら１㎞以上歩ける者 

②に「歩けない」、③に「歩
ける」又は③に「歩けない」、
④に「歩ける」 

第Ⅳ度 ５０m以上歩くのに一休みし
なければ歩けない者 

④に「歩けない」、⑤に「で
きる」 

第Ⅴ度 話したり、着物を脱ぐのにも
息切れがして、そのため屋外
にでられない者 

⑤に「できない」 



じん肺健康診断結果証明書（様式３号）の記載について 

年 月 日

年 月

（　　）本/日×（　　）年　（　　～　　）歳
喫　煙　歴

なし、やめた、吸っている

心悸亢進

その他 その他

　きこう
＋ － 医師氏名

た ん ＋ －
副雑音 + － (部位     )

せ き ＋ － ばち状指 + -自

覚

症

状

呼吸困難 ⅠⅡⅢⅣⅤ

他

覚

所

見

チアノーゼ + - 及び所在地

検査年月日 日 医療機関の名称

　胸部に関する臨床検査

㊞

㊞

 「せき」及び「たん」の欄の（＋、ー）については、問診票の“せき”、“た
ん”が「１年のうち３ヶ月以上続けて毎日のようにせきとたんがある」と答え
た場合“＋”、それ以外の場合“ー”に○をつける。 

 「心悸亢進」の欄の（＋、ー）については、問診票の“どうき”の問診に“は
い”と答えた場合は“＋”、“いいえ”と答えた場合は“ー”に○をつける。 

  上記以外の胸部の訴えがある場合には、「その他」の欄に具体的に記入する。 
 



年 月 日

年 月

（　　）本/日×（　　）年　（　　～　　）歳
喫　煙　歴

なし、やめた、吸っている

心悸亢進

その他 その他

　きこう
＋ － 医師氏名

た ん ＋ －
副雑音 + － (部位     )

せ き ＋ － ばち状指 + -自

覚

症

状

呼吸困難 ⅠⅡⅢⅣⅤ

他

覚

所

見

チアノーゼ + - 及び所在地

検査年月日 日 医療機関の名称

　胸部に関する臨床検査

㊞

㊞

 「チアノーゼ」及び「ばち状指」の欄には、各々その所見が認められる 場
合には“＋”を○で囲む 

 「複雑音」の欄には、ラ音等の複雑音が聴取される場合には“＋”を○で囲
み、聴取される部位を（ ）に記載する 

 上記以外の所見が認められる場合には、「その他」の欄に具体的に記入する。 



年 月 ＋ －

＋ －

年 月 日 年

ml

×

年 月  日

備考　第十条第二項の規定によりたんに関する検査及びエックス線特殊撮影による検査以外の検査を省略したときは、当該省略した検査に係る

欄の記入を要しないこと。

喫　煙　歴
（　　）本/日×（　　）年　（　　～　　）歳

　合 併 症 に 関 す る 検 査

検 査 年 月 日 日 肺

結

核

以

外

の

合

併

症

に

関

す

る

検

査

結 核 菌 た ん
塗 抹

まつ

滲
しん

出 液
塗 抹

まつ
＋ － 医師意見

自 覚 症 状 培 養 培 養 ＋ －

結

核

精

密

検

査

結 核 菌 塗 抹
まつ

＋ －

た ん

年 月 日

培 養 ＋ － 量

喀
かく

痰
たん 年月日（ 初日）

月 日

撮　　影　　法 らせんＣＴ、その他（　　　　　　　　）

ml

エックス線

特殊撮影

撮影法 ( )

性 状

ツベルクリン反応

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

細 胞 診 所 見

所見
エックス線

特殊撮影

年 月 日 　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

所 見

赤血球沈降速度
1時間値 ㎜

そ の 他 の 所 見２時間値 ㎜

㎜ ㎜

判定
医療機関の名称及び所在地 医師氏名

医師氏名

㊞

㊞

① 

肺結核合併症（＋）（疑） 

結核精密検査 

① 結核菌検査 

② エックス線特殊撮影に
よる検査 

③ 赤血球沈降速度検査 

④ ツベルクリン反応検査  

肺結核以外の合併症（＋）（疑） 

省令で定める検査 
（医師が必要と認めたとき） 

① 結核菌検査 

② たんに関する検査 

③ エックス線特殊撮影による検査  

治療不要 治療要 

ただし、過去に
管理区分2以
上を受けてい
ない労働者の
場合 

②へ 

合併症り患（＋）（疑） 



合併症とは 

じん肺法第２条第１項第２号 

じん肺と合併した肺結核その他のじん肺の進展経過に応じてじん肺と密接な
関係があると認められる疾病をいう 

じん肺法施行規則第１条 

じん肺法第２条第１項第２号の合併症は、じん肺管理区分が管理２又は管
理３と決定された者に係るじん肺と合併した次に掲げる疾病とする。 

１ 肺結核 

２ 結核性胸膜炎 

３ 続発性気管支炎 

４ 続発性気管支拡張症 

５ 続発性気胸 

６ 原発性肺がん 



合併症 病状 合併症に関する検査を必要とする者 

肺結核 結核の病変があるもののうち
医学的に治療を要すると判断
されるもの 

• 胸部エックス線写真でじん肺の陰影以
外の異常陰影がある 

• 持続する微熱、盗汗等の症状 

• 聴診により呼吸音に異常音 

結核性胸膜炎 結核菌によって引き起こされ
た胸膜炎をいい、肺野に明ら
かな結核病巣がない場合で
あっても起こることがある 

• 胸部エックス線写真で肋横膜に変化を
認め、自覚症状で胸痛や発熱等を認め
た場合 

続発性気管支
炎 

１年のうち３ヶ月以上毎日の
ようにせきとたんがあり、か
つ、たんの量が多く、たんが
膿性である疾病 

• 自覚症状の調査で「１年のうち３ヶ月
以上毎日のようにせきとたんがある」
と認められた場合 

続発性気管支
拡張症 

気管支の拡張が存在しており、
かつ、たんの量が多く、たん
が膿性である疾病 

• 自覚症状の調査で、多量のたんの喀出
が続き、ときに血痰もある者 

• 他覚所見の検査で副雑音が聴取された
場合 

続発性気胸 外傷や腫瘍等の原因によるこ
とが明らかである者以外の気
胸 
 

• 胸部エックス線写真像で気胸が確認さ
れた場合 

原発性肺がん 肺、気管、気管支の上皮細胞
から発生する悪性腫瘍 

• 原発性肺がんにかかっている疑い
がないと診断された者以外の者 



    合併症に関する検査 



年 月 ＋ －

＋ －

年 月 日 年

ml

×

年 月  日
判定

医療機関の名称及び所在地

医師氏名

２時間値 ㎜

㎜ ㎜

所 見

赤血球沈降速度
1時間値 ㎜

そ の 他 の 所 見

ツベルクリン反応

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

細 胞 診 所 見

所見
エックス線

特殊撮影

年 月 日 　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

撮　　影　　法 らせんＣＴ、その他（　　　　　　　　）

ml

エックス線

特殊撮影

撮影法 ( )

性 状

喀
かく

痰
たん 年月日（ 初日）

月 日

培 養 ＋ － 量

結 核 菌 塗 抹
まつ

＋ －

た ん

年 月 日

－

自 覚 症 状 培 養 培 養 ＋ －

結

核

精

密

検

査

結 核 菌 た ん
塗 抹

まつ

滲
しん

出 液
塗 抹

まつ
＋

　合 併 症 に 関 す る 検 査

検 査 年 月 日 日 肺

結

核

以

外

の

合

併

症

に

関

す

る

検

査

㊞

㊞

せき、たん、胸痛、発熱等の自覚症状を
具体的に記載 

①検査の結果り患していると認められる疾患名を記載する。 

②り患していると認められる疾患の状態が「合併症に関する検  

 査」の項で述べた要療養の判定基準に合致していると認めら   

 れるときは、「要療養」と記載する。 



結核精密検査 
（医師が必要でないと認める検査は省略可） 

1. 結核菌検査 

2. エックス線特殊撮影による検査 

3. 赤血球沈降速度検査 

4. ツベルクリン反応検査 

 

×

２時間値 ㎜

㎜ ㎜

赤血球沈降速度
1時間値 ㎜

ツベルクリン反応

所見
エックス線

特殊撮影

撮影法 ( )

培 養 ＋ －
結 核 菌 塗 抹

まつ

＋ －

結

核

精

密

検

査

① 「結核菌」の欄の＋、－は、塗抹検査
又は培養検査で菌陽性の場合には
“＋”を、菌陰性の場合には“－”を 
○でかこむ。 

②「エックス線特殊撮影」の欄には、撮影 

 法と所見の概略を記入する。 



肺結核以外の合併症に関する検査 

＋ －

＋ －

年 月 日 年

ml

所 見

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

細 胞 診 所 見

エックス線

特殊撮影

年 月 日 　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

撮　　影　　法 らせんＣＴ、その他（　　　　　　　　）

ml

性 状

喀
かく

痰
たん 年月日（ 初日）

月 日

量た ん

年 月 日

－

培 養 培 養 ＋ －
結 核 菌 た ん

塗 抹
まつ

滲
しん

出 液
塗 抹

まつ
＋肺

結

核

以

外

の

合

併

症

に

関

す

る

検

査

 たん又は胸腔滲出液の菌検査 

• 胸部エックス線写真像で初期の滲出液の
陰影が認められ、たん又は滲出液中に結
核菌がある。 

• 滲出性の陰影が両側の場合、胸膜に接し
た肺野に小さい病巣がある。 

要治療 

続発性胸膜炎 



続発性気管支炎  
 

 主に、たんについてその量、性状等について検査する。  

① 「たん」の欄の量については、実測値を記入し、性状については、Ｍ₁、Ｍ₂、
Ｐ₁、Ｐ₂、Ｐ₃ のいずれかを記号で記入する。  

        

   検査結果の判定（たんの量） 

     区分０  ０ 

     区分1  3ｍｌ未満 

     区分2  3ｍｌ以上10ｍｌ未満 

     区分3  10ｍｌ以上  
 

 

② たんの性状については、その性状を調べ、Ｍｉｌlｅｒ と Ｊｏｎｅｓ の分
類を参考に次のように区分する。 

               Ｍ₁    膿を含まない純粘液たん 

    Ｍ₂    多少膿性の感のある粘性たん 

    Ｐ₁  粘膿性たん１度（膿がたんの１/３以下） 

    Ｐ₂  粘膿性たん２度（膿がたんの１/３～2/3） 

    Ｐ₃  粘膿性たん３度（膿がたんの2/３以上） 
 

  

続発性気管支炎 

＋ －

＋ －

年 月 日 年

ml

所 見

　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

細 胞 診 所 見

エックス線

特殊撮影

年 月 日 　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

撮　　影　　法 らせんＣＴ、その他（　　　　　　　　）

ml

性 状

喀
かく

痰
たん 年月日（ 初日）

月 日

量た ん

年 月 日

－

培 養 培 養 ＋ －
結 核 菌 た ん

塗 抹
まつ

滲
しん

出 液
塗 抹

まつ
＋肺

結

核

以

外

の

合

併

症

に

関

す

る

検

査

要治療 



 エックス線特殊撮影による検査 

   気管支造影法、断層撮影 

 たんに関する検査 

• エックス線撮影検査で気管支の陰影がの
う状、円柱状、瘤状、珠数状に拡張して
いる 

• たんの量の区分が２以上、たんの性状の
区分がＰ１～Ｐ３ 

要治療 

続発性気管支拡張症 

続発性気胸 

 背復位の胸部エックス線直接撮影検査により確認し得ない場合には、
側位又は斜位のエックス線写真検査を行う 

気胸が認められた者 要治療 



じん肺健康診断（肺がんに関する検査） 

◆管理２又は管理３の粉じん作業従事者 

◆管理３の過去粉じん作業従事者 
◆管理２の過去粉じん作業従事者 

（現在は非粉じん作業に従事） 

１年に１回 ３年に１回 あいだの２年 

定期のじん肺健康診断 安衛法の定期健康診断 

原発性肺がんに
かかっている疑
いがないと診断 

原発性肺がんにかかっている疑い

がないと診断された者以外の者 

様式３号に記載 
（「じん肺健康診断結果証明
書」の医師意見欄に記載） 

定期外のじん肺健康診断 定期健康診断 

個人票に記載 

肺がんに関する検査実施 

○胸部らせんＣＴ検査 

○喀痰細胞診 じん肺法第１２条による
管理区分決定申請 

（エックス線写真提出書） 

原発性肺がんに
かかっている疑
いがないと診断 

【じん肺の所見がある者】 

管理区分決定申請は不要 

痰とX線特殊撮影のみ 

じん肺則１０条２項により 

←医師が必要と認めたとき→ 



ｍ 歳

l l

年 月 年 月 日

l

l

l

％

％

％

年 月 年 月 日

分 分

Torr Torr

Torr Torr

Torr Torr

月 日 医師氏名年

  □□．□□
判定 Ｆ( －　＋ ) 医療機関の名称及び所在地

肺胞気動脈血酸素分圧較差

炭 酸 ガ ス 分 圧

採血から分析終了までの時間

第

二

次

検

査

検     査     年     月     日 日

採     血     の     部     位

酸        素        分        圧

  □□．□□

   □□□．□
％        肺        活        量    □□□．□    □□□．□

      □□．□

％        １         秒        量

１              秒              率       □□．□ ％

１              秒              量 l

努     力     肺     活     量 l

日

第

一

次

検

査    □□□．□ ％

％

肺             活             量 l

3. 肺活量予測値

検     査     年     月     日

2. 1秒量予測値

　エックス線写真による検査 　肺　機　能　検　査

1.身　　　　　　長 年齢満

㊞

㊞ ㊞

② 

肺機能検査（注） 

① スパイロメトリー及び
フローボリューム曲線
による検査（第一次検
査） 

② 動脈血ガスを分析する
検査（第二次検査） 

都道府県労働局長が
命ずる検査 

① 肺気量測定検査 

② 換気力学検査 

③ ガス交換機能検査 

④ 負荷による肺機能
検査 

⑤ 心電計による検査 

じん肺管理区分決定 
（注）平成22年6月28日 基発0628第6号 
じん肺法における肺機能検査及び検査結果の判定等について 

合併症り患
（－） 

治療不要 

    治療要 
ただし、過去に管理区分2以上
を受けていない労働者の場合 

① 合併症り患（＋）（疑） 



肺 機 能 検 査 

エックス線写真の診断が「４Ｃ」又は合併症有り」という医師の
診断では本検査は不要ですが､じん肺診査医の判定結果が「４Ｂ」、
「４Ａ］、あるいは「合併症がない」と判定される場合もありま
すので実施しておいてください。 



【肺機能検査】 
%肺活量=肺活量／肺活量予測値※×100 
1秒率=1秒量／努力肺活量×100 
 %1秒量=1秒量／1秒量予測値※×100 

PaO2 : 動脈血酸素分圧 

AaDO2 : 肺胞気・動脈血酸素分圧較差 

 %肺活量（%VC） 
  2001年日本呼吸器学会の予測式による肺活量の正常予測値を用い 
 て判定を行います。 
         （予測式）男性：0.045×身長（cm）－0.023×年齢－2.258（L） 

          女性：0.032×身長（cm）－0.018×年齢－1.178（L） 
 

 1秒率(FEV1.0%) 
  従来の限界値ではなく、70%未満が判定基準になります。 
 

 %１秒量(%FEV1.0) 
  2001年日本呼吸器学会の予測式による１秒量の正常予測値を用い  
 て判定を行います。 
      （予測式）男性：0.036×身長（cm）－0.028×年齢－1.178（L） 

       女性：0.022×身長（cm）－0.022×年齢－0.005（L） 

 

 酸素分圧（PaO2） 
   60 Torr 以下が判定基準になります。 

 

 肺胞気動脈血酸素分圧較差（AaDO2） 
   従来の限界値が判定基準になります。 



著しい肺機能障害があると判定する限界値（ＡａＤＯ２） 

年齢
（歳） 

限界値
（Torr） 

年齢 

（歳） 

限界値 

（Torr） 

年齢 

（歳） 

限界値 

（Torr） 

年齢 

（歳） 

限界値 

（Torr） 

２１ 28.21 ３６ 31.36 ５１ 34.51 ６６ 37.66 

２２ 28.42 ３７ 31.57 ５２ 34.72 ６７ 37.87 

２３ 28.63 ３８ 31.78 ５３ 34.93 ６８ 38.08 

２４ 28.84 ３９ 31.99 ５４ 35.14 ６９ 38.29 

２５ 29.05 ４０ 32.20 ５５ 35.35 ７０ 38.50 

２６ 29.26 ４１ 32.41 ５６ 35.56 ７１ 38.71 

２７ 29.47 ４２ 32.62 ５７ 35.77 ７２ 38.92 

２８ 29.68 ４３ 32.83 ５８ 35.98 ７３ 39.13 

２９ 29.89 ４４ 33.04 ５９ 36.19 ７４ 39.34 

３０ 30.10 ４５ 33.25 ６０ 36.40 ７５ 39.55 

３１ 30.31 ４６ 33.46 ６１ 36.61 ７６ 39.76 

３２ 30.52 ４７ 33.67 ６２ 36.82 ７７ 39.97 

３３ 30.73 ４８ 33.88 ６３ 37.03 ７８ 40.18 

３４ 30.94 ４９ 34.09 ６４ 37.24 ７９ 40.39 

３５ 31.15 ５０ 34.30 ６５ 37.45 ８０ 40.60 



＊エックス線写真にブラがあり､自覚症状、他覚所見から実施困難と認められる
者については、動脈血ガスを分析する検査でも可 

• スパイロメトリーによる検査 
• フローボリューム曲線による検査 

 

• 動脈血ガスを分析する検査 

＊原則として、上腕動脈又は股動脈の動脈血を用いて酸素分圧及び炭酸ガス分圧
を測定するが、耳朶血を採血し、著しい肺機能障害がないことが明らか（80 Torr

以上）である場合は、上腕動脈又は股動脈の動脈血の採血を省略しても差し支え
ない。 

一次検査 

 二次検査 



じん肺健康診断結果証明（様式3号）の記載について 

 

  

小数点第2位まで記入 

耳朶からの採血を行った場合に
は「耳朶」、動脈から採血を
行った場合は動脈の名称を記載 

「判定」欄の記載に当たっては、一次検
査、二次検査の結果のほか、他の検査結
果も参考にして総合的に判定を行い、F

（－、＋、＋＋）のいずれかを○で囲む。 

F－  じん肺による肺機能障害がない 

F＋  じん肺による肺機能の障害がある 

F＋＋ じん肺による著しい肺機能障害が   

   ある 

F++と判定と判定した場合、肺機
能検査結果の写し（チャート紙
等）等の提出（配付）をお願いし
ます。 



３ 健康管理手帳の申請と労災補償に  

 ついて 
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健康管理手帳申請とは 

• 石綿業務離職後の健康管理のため、指定された医療機関にて、石綿健康診
断を無料で年２回受けることが出来るもの 

石綿等の製造又は取扱いの業務（直接業務）及びそれらに伴い石綿の粉じ
んを発散する場所における業務（周辺業務） 

次のいずれかに該当する場合、健康管理手帳が交付されます。 
（１） 両肺野に石綿による不整形陰影があり、又は石綿による胸膜肥厚があること。 
（２）下記の作業に１年以上従事していたこと（ただし、はじめて石綿粉じんにばく露した   
  日から１０年以上経過していること） 
 ・ 石綿の製造作業 
 ・ 石綿が使用されている保温剤、耐火被覆材等の張付け、補修もしくは除去の作業 

 ・ 石綿吹付けの作業又は石綿が吹き付けられた建築物、工作物等の解体、破砕の   
  作業 
（３）（２）以外の石綿を取り扱う作業に１０年以上従事していたこと（直接業務のみが対  
  象） 



健康管理手帳交付申請に必要なもの 

① 健康管理手帳交付申請書 

② 申請者本人が記載した業務歴 

③ 石綿作業に従事していたこと及び従事期間について記載さ  

  れた事業者の証明書 

④ 事業者の証明書が得られない場合は、または不十分な場合 

  には、申請者の申立書に加えて、2名以上の同僚者の証明    

  書 

⑤ ③、④ともに得られない場合、又は不十分な場合には、申 

  請者の申立書に加えて、事業場における石綿健康診断の本人  

  への結果通知、社会保険の被保険者記録、給与明細、雇用保 

  険にかかる証明書 

⑥ 胸部所見による申請の場合、レントゲン写真、ＣＴ写真、 

  じん肺健康診断結果証明書等 



石綿の健康管理手帳 

１ １ 

◇胸膜肥厚等の胸膜の変化 
◇胸膜石灰化像 

◇第１型以上の不整形陰影 

じん肺健康診断結果証明書 
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石綿の健康障害に係る申請 

石綿肺（石綿によるじん
肺） 

じん肺管理区分決定
申請 

健康管理手帳申請 

（石綿） 

不整形陰影 
胸膜肥厚 

胸膜プラーク 

胸膜石灰化 

労災補償請求 

石綿肺 

肺がん 

中皮腫 

良性石綿胸水 

びまん性胸膜肥厚 
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じん肺による労災補償請求 

原則としてじん肺管理区分の決定がなされた後に、
業務上の疾病か否かが判断されます。 

 業務上疾病として取り扱われるもの 

じん肺管理区分が管理４ 
 

じん肺管理区分が管理２、管理３又は管理４の石綿肺に
合併した合併症 

合併症とは 

・肺結核      ・結核性胸膜炎    

・続発性気管支炎  ・続発性気管支拡張症 

・続発性気胸 



石綿による疾病の労災認定要件 

 疾病名       認 定 要 件 

中皮腫 以下①、②のいずれかに該当する場合。 

 ① 胸部エックス線写真で、第１型以上の石綿肺所見がある 

 ② 石綿ばく露作業従事期間一年以上 

肺がん  原発性肺がんであって、以下の①～⑥のいずれかに該当する場合 

 ただし、最初の石綿ばく露作業を開始したときから10年未満で発症した
ものは除く。 

 ① 石綿肺所見がある 

 ② 胸膜プラーク所見がある＋石綿ばく露作業従事期間１０年以上 

 ③ 広範囲の胸膜プラーク所見がある＋石綿ばく露作業従事期間1年以上 

 ④ 石綿小体または石綿繊維の所見＋石綿ばく露作業従事期間1年以上 

 ⑤ びまん性胸膜肥厚に併発 

 ⑥ 石綿紡織製品製造作業、石綿セメント製品製造作業、石綿吹付け作  
  業に従事＋石綿ばく露作業従事期間5年以上 

良性石綿胸水  本省協議 

びまん性胸膜
肥厚 

① 石綿ばく露作業３年以上 

② 著しい呼吸機能障害がある（％肺活量が６０％未満等） 

③ 一定以上肥厚の広がりがある 
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医療機関の方へ（じん肺健康診断結果証明書（様式３号）の記載について）

① エックス線写真による検査の欄に撮影年月日等及び医師の印が押印さ

れていることを確認して下さい。

② 上記撮影年月日のエックス線写真を貸し出して下さい。

（フィルムに限る。ＣＤ－Ｒ等不可）

（注）提出願うエックス線写真は（原本）を推奨します。

ＣＲ写真及びＤＲ（ＦＰＤ）写真の場合はフルサイズでかつ、縮率は

100％でお願いします。
・ＣＲ写真は撮影条件等が規定されておりますので、別紙の「ＣＲ写真

撮影条件等について」の書面が必要です）

・ＤＲ（ＦＰＤ）は撮像表示条件が規定されておりますので、別紙の「撮

像表示条件確認表」の書面が必要です。

③ 胸部に関する臨床検査の欄は、必ず呼吸困難の判定を記載して下さい。

④ 肺機能検査については、少なくとも１次検査までは実施し、記入して

下さい。

検査年月日の記入及び , を押して下さい。

また、著しい肺機能障害があるＦ（++）と判定された場合、スパイロ

メトリー及びフローボリューム曲線による検査結果（チャート紙の写）

を申請者に渡し、一緒に提出するよう指示してください。

⑤ エックス線特殊撮影（ＣＴ検査）を実施された場合、審査の参考とな

りますので、ＣＴ写真も一緒に貸出して下さい。

（フィルムでお願いいたします。）

上記の件でご質問等がございましたら下記までお願いします。

大阪労働局労働基準部健康課（旧労働衛生課）

℡０６－６９４９－６５００


